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１　題　　材　　リズムで遊ぼうⅠ
　　　教　材　　◎「ブラジル」　　　　バホーゾ作曲
　　　　　　　　　「いろんな木の実」　中山知子作詞　　西インド諸島民謡（本時主教材）
２　題材について
　(1)　題材の位置とねらい

　これまでに子どもたちは，第３学年題材「リズムにのって」において，拍の流れのリズムに合わ
せて歌ったりリズムづくりをしたりする活動を通して，リズムの特徴を生かした表現の楽しさを味
わってきている。さらに子どもたちは，曲想にふさわしいリズム伴奏をつくったり，いろいろな音
色の楽器で演奏したりしたいという欲求が高まってきている。
　そこで，本題材では，曲想に合うリズムフレーズをつくったり歌と合わせてリズム伴奏をしたり
する活動を通して，拍の流れを感じ取りながら歌ったり，自分でつくったリズムフレーズを演奏し
たりする能力を育てるとともに，リズムの組合せや楽器の音色に関心をもち，拍の流れにのって進
んで表現しようとする意欲や，曲想に合うように自分の思いや意図をもってリズムフレーズのつく
り方や楽器の音色の組合せ方を工夫する能力を高めることをねらいとして，本題材「リズムで遊ぼ
うⅠ」を設定した。
　ここでの学習では，自分の声を用いてつくったリズムフレーズを重ねたり組み合わせたりする活
動を通して，音楽の仕組みを生かしてつくったり，拍の流れにのって演奏する能力を育てる第５学
年「リズムで遊ぼうⅡ」の学習に発展していくこととなる。

　(2)　指導の基本的な立場

　拍の流れを感じ取りながら歌ったり，自分でつくったリズムフレーズを演奏したりする能力を高
めるためには，様々なリズムにふれさせたり，リズムをつくらせたりする活動を通して，曲想にふ
さわしいリズムフレーズや楽器の組合せ方を工夫することの楽しさを味わえるようにすることが効
果的である。
　特にこの期の子どもたちには，自らの表現の良さに気付くよう，互いの演奏を聴き合うようにす

る活動が大切である。また，楽器の音色の組合せ方を工夫したり，いろいろな楽器の音色に気付い

たりしながら表現していくことが大切である。

　具体的には，まず，「ブラジル」を取り上げる。「ブラジル」は，自然と体が動き出す軽快なサン
バのリズムにゆったりとしたメロディが重なり，リズムや旋律，リズムフレーズなどの音楽を特徴
づけている要素や，反復などの音楽の仕組みを聴き取ることができ，メロディとリズム伴奏の組合
せの面白さを感じ取ることができる楽曲である。そこで，ここでは，旋律やリズムフレーズに合わ
せて体を動かしながらサンバのリズムを感じたり，リズムフレーズの組合せによる曲想の変化を感
じ取ったりする活動を通して，リズムを感じ取って表現することの楽しさを味わえるようにする。
　次に，「いろんな木の実」を取り上げる。この楽曲は，ユーモラスな歌詞が曲調に合って，楽し
く歌ったり，演奏したりできるものである。また，リズムや様々な楽器の組合せを工夫して演奏す
ることもできる。そこで，ここでは，自分の思いや意図をもって工夫したリズム伴奏と歌を合わせ
て演奏する活動を通して，リズム伴奏によって曲の感じが変化する面白さや楽しさを味わうように
する。
　このような学習を通して，子どもたちは曲想にふさわしいリズムフレーズや楽器の組合せ方を工
夫して表現することへの関心・意欲を高め，思いや意図をもって進んで音楽にかかわっていこうと
いう態度を養うことができる。
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　(3)　子どもの実態（調査対象　４年い組　男子17名　女子17名）

　本学級の子どもたちの実態は次の通りであった。

　①，②から，多くの子どもたちがリズムにのって演奏することが好きであることが分かる。一方，
「いいえ」と答えた子どもたちは，間違えたときの恥ずかしさや，合わせて演奏することの難しさ
を理由に挙げている。拍を数えることが苦手で，周りの友達の演奏とずれてしまった経験などが要
因として考えられる。
　③から，リズム模倣をするときは，よく聴いたり，演奏者の動きをよく見たりすることに気を付
けている子どもが多いことが分かる。中には，休符に気を付けるなど自分なりに考えている子ども

もいるが，ほとんどの子どもは，自分なりの考えがないままにただ模倣をしているということも分

かる。

　④から，ほとんどの子どもがリズム模倣をすることができることが分かる。中には，休符のとこ
ろで演奏してしまうなど，拍を数えることができない子どもも見られた。
　⑤から，自分でリズムフレーズを作り出すことができる子どもが多いことが分かる。一方，途中
で拍の流れが分からなくなってしまい，限られた拍の中で演奏することができない子どもたちもい
た。既習の楽曲を聴きながら手拍子をしたり，体を横に揺らしたりなど体を動かすことで拍の流れ
を感じさせる手立てが必要である。

　(4)　指導上の留意点
　　ア　課題把握・課題追及Ⅰの過程では，リズムフレーズの反復や組合せが，曲想にかかわっている

ことをとらえられるようにしていく。そのために，既習の楽曲と本題材の楽曲を比較鑑賞する
活動を取り入れる。その際，曲想に関わる要素は何か，話し合いながら課題意識を共有する場
を設定する。さらに，見つけたリズムフレーズを表現できるようにするために，音符や休符の
カードを用いて可視化し，拍を意識させながら手拍子でリズム模倣をしたり，ワークシートに

記録したりする活動を取り入れる。
　　イ　課題追及Ⅱの過程では，曲想に合わせてリズムフレーズをつくったり，リズム伴奏をしたりす

ることができるように，主旋律のリズムとリズム伴奏のリズムを比べながら，どのようなリズ
ムの組合せが曲想に合うか，ワークシートに記入しながらリズムフレーズをつくる活動を取り
入れる。その際，グループ内で互いの演奏を聴き合ったり，録音した演奏をもとに振り返った
りして，曲想に合うリズム伴奏になっているか，確かめながら活動する場を設定する。

　　ウ　課題追及Ⅲ・まとめの過程では，グループごとの最終発表を通して，発表に至るまでの振り
返りができるようにする。その際，友達のアドバイスがどのように生かされたか振り返ったり，
自分や友達が工夫したことを振り返ったりしながら，学び合いを通した音楽表現で技能を高め
ることのよさや楽しさを味わうようにする。
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３　目　　標
　(1)　リズムの組合せや楽器の音色に関心をもち，曲想に合うような演奏ができているかを振り返りな

がら進んで活動に取り組むことができる。
　(2)　曲想に合うリズムフレーズをつくり，歌と合わせてリズム伴奏をする活動を通して，自分の思い

や意図をもってリズムフレーズやリズム伴奏を工夫することができる。
　(3)　拍の流れを感じ取りながら歌ったり自分でつくったリズムフレーズを演奏したりすることがで

きる。
４　指導計画（全６時間）
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５　本　　時（４／６）
　(1)　目　標

　使用する楽器の音色やリズムに関心をもち，自分の思いや意図をもってリズムの組合わせや楽器
の音色を試したり，振り返ったりしながら曲の感じに合うリズム伴奏をつくることができる。

　(2)　本時の展開に当たって
　本時は，主旋律のリズムとリズム伴奏のリズムを比べるために，音符カードや休符カードを使っ
て可視化して操作させたり，歌と合わせて演奏したりする活動を取り入れる。さらに，学び合いな
がら音楽活動を進めることのよさや面白さを味わわせるために，グループ内で相互発表・鑑賞させ
たり，友達からのアドバイスをワークシートに記入させたりする。

　(3)　実　際

 

 

 

 

 

   

 

 

 


